
�業において、��性（内⾯の�い）を�いに�め、⼀�ひとりが、⾃�の個性を活かし

チャレンジしてくことは、�員の働きがい向上と�業としての成�・発�につながる重�

な�と�えます。

ダイバーシティについては、この10年、�がい者�⽤や女性活���を中�として�々な
�り�みが�み、�⽤���め働きやすい�場づくりは⼀�の成果を得ました。NTT⻄⽇
�でも、ライフにおける�々な事情により⾃�のキャリア��やチャレンジを�めること

が�いよう、�々な形で����を�めてきました。また、Withコロナ/Afterコロナのニ
ューノーマル時代を�えた�、“時間や場�にとらわれない��な働き�”の�現に向けた
�り�みも��しています。

�回は、ダイバーシティに向けた、これまでの�り�みを�体的にご��するとともに、

「�⽤する・�めずに働き�ける」から、「⾃律的なチャレンジ」、「イノベーション・

�たな価�の��」、および「ライフキャリアを⾃�で�える」といった、�のステージ

における�題�識を共有し、�さんと⼀�に�業におけるダイバーシティ＆インクルージ

ョンの��について�えていきたいと思います。

多様な人材が自分らしくチャレンジし
活躍できる会社づくり
～ダイバーシティ＆インクルージョンの深化～

第44回人間科学セミナー

⽇時�１２⽉１６⽇(�）
   １５：００〜１６：３０
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��者�恒川あをい     
    未来共�センター�任��授     
    NTT⻄⽇� �事�ダイバーシティ�����

主��⼤�⼤�⼤���間科�研�科附属未来共�センター 
お問い�わせ: mirai-kyoso@hus.osaka-u.ac.jp

       https://www.hus.osaka-u.ac.jp/mirai-kyoso

Zoomでもご��いただけます。
アドレスはHPでご��いただけます


